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検討に用いる後崇光院自筆本には,十七巻本にはない二巻,｢第五 煙のすゑずゑ｣と ｢第七 (無題)｣

























く時代の皇室に続いている｡ これは ｢公武対立派｣とは,明確に書き分けられている｡ このグループを,
再びこなれない言い方ながら ｢公武協調派｣と呼んでおく｡
この ｢公武対立派｣は,内部でさらに二分裂 している史実を,『増鏡』は繰 り返し示している｡ 一方
｢公武協調派｣は皇統の一本化を図り,その様子が対比されつつ 『増鏡』の最終の巻 ｢月草の花｣では,
























































































さて,その 『とはずがたり』を比較の材料に用いて 『増鏡』の 『源氏物語』の受容の特徴を見ると,両
者ともに ｢須磨｣の巻を引くことが最多なのは同じであるが,その共通の引用記事は一つのみで,その晴




































いう意味を担って描き出されていると論ずる｡ また 『増鏡』の主要な資料の1つである 『五代帝王物語』
の取り入れられ方を綿密に検討して,後嵯峨院一後採草院一伏見院という系列が公武協調派として描き出




















ることは 『源氏物語』中の事実であるが,中世の 『源氏物語』享受史において,光源氏について ｢血筋の
絶えた縁起の悪い人｣という認識の仕方があったという,恐らくは不可能な論証をしなければ,この主張
は成り立たないであろう｡ また第3章において,擬古物語との結び付きとは別に,恋愛譜の叙述の意味を
考察し,皇女への犯しが王権への侵犯の意味を持つことを前提に,措かれている4つの皇女私通事件が亀
山院 ･後事多院の治世下に起こっていることは,大覚寺続についての作者のある種の歴史認識を物語ると
論ずる｡ しかし事件が起こったのは亀山院 ･後宇多院の時であるにしても,4人の皇女はいずれも後嵯峨
院の娘であるから,大覚寺続への侵犯と見ることが妥当かどうかは大いに疑問がある｡ 予定された結論へ
結びつけた短絡的な議論といわなければならない｡
以上審査したところにより,本論文は博士 (文学)の学位論文として価値あるものと認められる｡1997
年 1月27日,調査委員3名が論文内容とそれに関連した事がらについて口頭試問を行った結果,合格と認
めた｡
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